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河川水基底流の安定同位対比を用いた湿原湧水の影響圏調査法 

河川水基底流の水素・酸素の安定同位体比が標高により異なる特性を利用することにより，地下水の涵養域を推定し

ます．この方法を湿原の湧水調査に適用することにより，見かけの流域を越えた広域的な流れを考慮した，湿原湧水の

保全すべき地域を特定することが可能となります． 

成果の概要 

河川及び支流河川の基底流の酸素及び水素の安定同位体

比 δ18O，δD（標準水からの千分率偏差）を測定し，δ18O，δD
が低標高から高標高地域に向かうにつれ安定同位体比が小

さくなる高度効果を利用します（図１）． 

採水地点の安定同位体比は河川上流側からの積分値となる

ため，採水地点の標高ではなく採水地点より上流側の集水域

の平均標高を採用し，流域における適正な高度効果を算定し

ます（図 2）． 

釧路湿原流域の高度効果はそれぞれ、δ18O：-0.23‰/100m、

δD：-1.37‰/100m と算定され，湧水の δ18O，δD 値より涵養

域標高を推定すします．河川水の涵養域の標高は 100m 前

後であるのに対し，湧水の涵養域は 200～250m と推定され

ます．これにより，地形からみた見かけの流域を越えた広域

流動系の地下水の涵養域を推定することが可能となります

（図 3，図 4）． 

本手法を適用することにより，山地や台地の水田から低平農

地までの広域的な地下水涵養機能の検討が可能となります．
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図 1：釧路湿原流域における δ18O 分布

図 3：河川流域及び湧水の推定涵養域
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図 4：推定涵養域と広域流動系（AA’断面）

δ18O = －0.00232H－9.35 (R2 = 0.70) 

図 2：δ18O と標高 H の関係 
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